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要旨：要旨（MS 明朝，10 ポイント，300文字前後）この文書は「社会安全とプライバシー」論文誌の書き方の見本である．テンプレートの各所に著者の文章を書式無しテキストでコピーすること．要旨は１段落でおよそ300文字前後とする．要旨は，論文の内容，主な結論を簡潔に記述すること．要旨には表や図，式，脚注，参考文献を含めることはできない．この文書は「社会安全とプライバシー」論文誌の書き方の見本である．テンプレートの各所に著者の文章を書式無しテキストでコピーすること．要旨は１段落でおよそ300文字前後とする．要旨は論文の主旨，所見，結論を簡潔に記述すること．要旨には表や図，式，脚注，参考文献を含めることはできない．
 
１．はじめに（MS 明朝，10 ポイント，太字）
本論文誌に掲載される論文の，フォーマットの統一のため，このテンプレートで示された書式に従って原稿を作成すること．
論文の作成にはMS-WORDを用い，PDFおよびdocx形式の双方のファイルを投稿する．余白，フォント，参考文献の引用，図・表の挿入については以降の章を参照する．以降，本文の書式は，MS 明朝体，10ポイントを基本とする．図・表を除き，原則として，日本語表記とすること．

２．章題
２．１． 節
章・節の見出しはMS 明朝体，10ポイント，太字で記述する．章・節の見出しの前は，1行改行を入れる．
ページ番号.  ページ番号は編集部で設定されるため変更しないこと．.
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(a) DFM-Frontline No.1 の写真              　　　 (b) DFM-Frontline No.1 の模式図
図１．自由外出マスク・セブ試作１号機（DFM-Frontline No.1）（図表のキャプションは太字）
２．２． 特殊記号および 図，表，式
特殊記号.. 例： α γ μ Ω () ≥  ± ●  Γ等，は必要に応じてTimes New RomanまたはArialフォントを用いる．
図. 図は，図1，図2，…，の形式で参照され，前後に十分な余白を持って本文中に中央揃えで挿入される．図の題目は，それのみで完結した文章とし，図の真下に配置する．一般的に，オリジナルの図や写真のみが掲載可能である．可能な限り，図の分解能は300 dpiとする．
表.  表は，表1，表2，…，の形式で参照され，本文内に置かれるが，本文と混同されないよう注意する．それぞれの表の上に表のタイトルを表記する．表内の単位はカギ括弧を付けて[m]のように表記する． 図・表は英文表記も可とする．
式． 式は，式(1)，式(2)，…，の形式で参照され，連番を割り振って中央揃えで配置する．式中のフォントはTimes New Roman または Arialフォントを用いてもよい．

                                 (1)

表１．自由外出マスク・セブ開発予定の３モデル（DFM-F, DFM-I, and DFM-P）の比較 [10]
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２．３． 参考文献
参考文献の引用は，右側に[1]の様に記述する．複数の文献の場合は，[2,3]，[4-6] の様に記述する．
参考文献は本文で参照される順番に番号を付けて，謝辞（付録がある場合は付録）の後に記載する．記載形式は本テンプレートの形式を踏襲する．得られるものについては，URLを表示する．

３．おわりに
論文の結論は，論文の要点に再度言及することはあっても，要旨の言い換えにならないように留意する．ここでは，得られた研究結果の要点に加えて，研究の重要性や応用例の提案，今後の展開についても記述することが望まれる．

謝辞
研究の実施にあたり受けた援助・助成をここに記載する．

付録
論文に関連する付随資料は，付録としてこの位置に挿入する．
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